
本工事は2002年FIFAワールドカップの新潟会場となる

新潟県総合スタジアムの建設工事で，スタンド２層目は，

メイン・バックスタンドを大きくはねだしたすり鉢状の

二重スラブによって構成されています。

本工事では，４階から５階に至る２層目スタンドの

梁・スラブ・斜柱をPCa化し，サイトファブによる製作

工法とPC鋼棒を使用したノーベント片持架設工法を実

施することにより省力化を実現しており，本報告ではこ

れら一連の活動について紹介します。

工事概要

工事名：新潟県総合スタジアム（第一工区）建築工事

所在地：新潟市清五郎・長潟地区

建築主：新潟県

設　計：日建設計

監　理：新潟県・日建設計

構　造：鉄骨鉄筋コンクリート造，地上５階

客席数：約43 000席

工事数量（当社施工分）元請：鹿島･福田･加賀田JV

PCa部材製作数量 梁　　　　 175基

スラブ　　 140基

斜柱　　　　18基

パラペット　35基

PCa部材架設数量　　　　　　 4 310 t

在来施工での懸案事項

（1）工程上の制約条件

①　在来工法では屋根鉄骨の施工が冬季となる

②　支保工の解体がネックとなり設備工事が遅れる

③ 躯体工事のコンクリート強度確保までの養生期間が

全体工事の中でクリティカルとなる

④　PC段床を含めた施工期間の間延び　等

（2）設計品質上の制約条件

①　施工段階での構造的バランスの維持

②　屋根重量の均衡分担　等

（3）施工品質上の制約条件

①　３次元に変化する構造部材の精度の確保

② 斜梁・斜柱・斜スラブの配筋およびコンクリート打

設の技術的な問題

③　同施工時における足場計画の難易性　等

（4）安全上の制約条件

①　約30度の構造物勾配での安全な支保工の設置

②　同じく安全な足場構造の確保

③ 型枠・配筋・コンクリート打設時における滑り止め

対策

④　資材揚重時の仮置きステージの確保　等

PCa化に関するVE提案

PCa化の主目的は，在来施工における上記の制約条件

をクリアにし，品質・安全・工程上のメリットを生かす

とともにコスト改善を図ることにあります。

また，当社は，PCa化に至る図面関係の作図提案，PC部

材を含む納まり検討，製作計画，建方計画，建方時の立

体構造解析，精度管理手法等に関し，常に他工区の先頭

となって新しい技術を提案し実施に移していきました。

部材のPCa化断面計画

斜柱のみをフルPCとし，それ以外は建て方重機の性

能を考慮し，ハーフPCとしました。また，ハーフPC部

材性能・形状および輸送コストを判断した結果，パラペ

ットのみを那須工場で製作し，ほとんどの部材は現場近

くに確保した現地PCa製作工場（サイトファブ）におい

て製作しました。
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輸送コストを大幅削減
～サイトファブ工法による新潟スタジアムの躯体PCa 化～
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サイトファブ製作ヤード

当社で開発した可搬型蒸気ユニット装置を

用いることにより，那須工場における品質管

理と全く同様な管理を現場に持ち込むことを

可能にしました。

ノーベント片持架設

斜材をベントで支える方法が一般的です

が，斜梁・小梁の建方時高さ調整および通り

芯調整をリアルタイムで行うため，PC鋼棒

にて３点斜吊りする工法を開発しました。

まとめ

本現場で提案し実行したサイトファブ工法

およびノーベント片持ち架設工法は，建築主，

監理および発注者に好評で，PCa化の当初の

目的を確実に達成しました。

川田建設㈱のプレキャストエンジニアリン

グは，橋梁のみならず建築の分野でも多くの

成果を生みだしています。
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PCaイメージ図

架設状況 コンクリート蒸気養生

ヤード全景

PCa部材製作フロー


